
基礎学力の定着 不登校対策・特別支援教育 統合に向けて

○ 全ての教科でＩＣＴを有効活 ○ 教室にいるとホッと安心できる居心 ○ 学校行事をさらに活性化させ

用し、魅力的な授業を創造する。 地のよい集団づくりに努める。 ると共に、逆に前例踏襲の学校

○ そのための効果的な研究授業 ○ 生徒会を中心とした生徒主体の学校 や生徒の成長に繋がらない行事

研究協議の在り方を工夫する。 行事を充実させ、笑顔があふれる楽し を思い切って精選していく。

○ 新宮市教育研究会の委託研究 い学校づくりを進める。 ○ 合同避難訓練や校区クリーン

発表を契機とし、真に学校力の ○ いじめアンケートや面談ウィーク等 作戦を今よりもさらに地域と一

向上に繋がる研究を推進する。 を活用して生徒一人ひとりに寄り添い 緒に取り組む活動に発展させる。

○ 読書活動推進委員会を中心と 不登校やいじめを未然に防ぐ。 ○ 学校運営協議会や育友会等と

した組織的な読書活動の推進に ○「はばたきの家」やＳＣ、ＳＳＷ等 タイアップし、ふるさと学習を

より、言葉の力を育成する。 との連携を強化し、不登校生徒への支 充実させる。

○ スマホやネット、ゲーム等の 援を充実させる。 ○ 二校研の内容を充実させ、さ

使い方を含む家庭での過ごし方 ○ 別室対応のＳＳＲを充実させ、不登 らなる小中連携の強化を図る。

を指導し、家庭学習の充実に繋 校生徒の学校での居場所を確保する。 ○ 学校ホームページや通信等で

げる。 ○ 特別支援教育の研修を充実させる。 積極的に学校の情報を発信する。

＊生徒アンケートの「授業につ ＊いじめ・生活人権アンケートで、「い ＊保護者アンケートで、「学校は

いて」の項目で、全教科の平均 じめられていない」が100％ 及び「学 保護者への連絡をきめ細かく行

の肯定的評価が90％以上 校は楽しい」が95％以上 っている」が90％以上

夢を持ち、心豊かな生徒の育成 ～生徒・保護者・地域から信頼される学校～

１．一人ひとりが大切にされ、生徒が主役の学校

２．安心・安全で、居心地のよい学校

３．認め合い高め合い、笑顔と活気があふれる学校

４．地域とつながり、地域から応援される学校

１．自分で考え、判断し、行動できる生徒

２．失敗を恐れず、粘り強く前向きに挑戦する生徒

３．自分を大切にし、仲間を大切にする思いやりの

ある生徒

４．挨拶ができる生徒

令和６年度 重点課題

『基礎学力の定着』 『不登校・別室登校の支援』 『特別支援教育の充実』 『統合に向けての取組』

学校教育目標

めざす学校像
生徒中心 安心･安全 活気 地域と共に

めざす生徒像
主体性 挑戦 思いやり コミュニケーション
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授業研究部・人権教育部・生徒指導部 育友会･学校運営協議会･子ども会 等

校 訓 『 正しく 仲よく 明るく 』
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